
（ 大型消火器に関する 基準）  

第 3 7 条の２  令別表第１ 各項に掲げる 防火対象物に存する 場所のう ち、次の各号に掲げる 場所に

は、 令別表第２ においてその消火に適応する も のと さ れる 大型消火器を 設けなければなら ない。

（ う ）（ す）  

⑴ 不燃液機器又は乾式機器を 使用する 特別高圧変電設備のある 場所（ あ）（ う ）  

⑵ 全出力 5 0 0 キロ ワ ツ ト 以上の高圧変電設備のある 場所（ あ）（ う ）  

⑶ 全出力 5 0 0 キロ ワ ツ ト 以上 1 ,0 0 0 キロ ワ ツ ト 未満の発電設備のある 場所（ あ）（ う ）  

２  前項の規定によ り 設ける 大型消火器は、令第 1 0 条第２ 項及び第３ 項の規定の例によ り 設置し 、

及び維持し なければなら ない。（ う ）（ え）  

 

【 解説】  

 本条は、令別表第１ 各項に掲げる 防火対象物にある 特殊用途に供する 場所に対し て、大型消火器の

設置を 規定し たも のである 。  

 

１  第１ 項 

 ⑴ 「 不燃液機器又は乾式機器を 使用する 特別高圧変電設備」 と は、 主要な機器（ 主遮断機、 変圧

器、 コ ン デン サー、 リ アク ト ル、 電圧調整器等） すべてに、 不燃性のガス 及び絶縁油を 用いたも

の並びに JIS -C4 0 0 3 の機器絶縁を 施し たも のを 使用し た変電設備で、 使用電圧が 7 ,0 0 0 ボル

ト を 超える も のを いう 。  

 ⑵ 「 全出力」 の算出方法は、 第 1 2 条の解説を 参照のこ と 。  

 

２  第２ 項は、 大型消火器の設置及び維持に関する 技術上の基準については、 令第 1 0 条第２ 項及び

第３ 項の規定の例によ る こ と を 定めたも のである 。  

 ⑴ 設置については、令別表第２ において適応する も のと さ れる 大型消火器を 、設置すべき 場所の

各部分から 一の大型消火器に至る ま での歩行距離が 3 0 メ ート ル以下と なる よ う に設置する 。  

 ⑵ 水噴霧消火設備、 不活性ガス 消火設備、 ハロ ゲン 化物消火設備、 粉末消火設備を 技術上の基準

に従い、又は技術上の基準の例によ り 設置し た場合、こ の消火設備の対象物に対する 適応性が大

型消火器の適応性と 同一である と き 、その消火設備の有効範囲内の部分については、大型消火器

を 設置する 必要はない。  

 


